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平成３１年４月１８日に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果についてお知らせ

します。 

この調査の目的は、以下のとおりです。 

（１）義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

（２）学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

（３）そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部であることや、学校における教

育活動の一側面に過ぎないことをご理解ください。 

 

実施の状況 

（１）調査の対象 小学校第６学年の全児童、中学校第３学年の全生徒 

（２）調 査 内 容 ①教科に関する調査 

小学校第６学年・・・国語、算数 

中学校第３学年・・・国語、数学、英語 

         ②質問紙調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

 

 

 

 

 

【調査結果の見方】 

◇「町平均」の数値は、平成３１年度全国学力・学習状況調査において、猪名川町内の

小学校６年生と中学校３年生それぞれの児童生徒全員（実施した児童生徒）の平均値

を表したものです。 

◇「全国平均」の数値は、平成３１年度全国学力・学習状況調査において、調査対象と

なった全国の公立小中学校在籍の児童生徒全員（実施した児童生徒）の平均値を表し

たものです。 

◇分析の基準 

 「町平均」と「全国平均」との比較に関しては、以下の基準で表現しています。 

 平均正答率を全国と比較 

 ・＋５ポイントより高い → 「上回る」「良好である」等 

・－５ポイントより低い → 「下回る」「課題がある」等 

・±５ポイント以内   → 「±５ポイントの範囲内にあり、全国と大きな差は見ら

れない」 

概    要 

教科に関する調査結果 
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【小学校】６年生 

教科 町平均正答率 
全国（公立） 

平均正答率 
全国との差 

国  語 ５７％  ６３．８％ －７ポイント 

算  数 ６６％ ６６．６％ －１ポイント 

 

  

 

【中学校】３年生 

教科 町平均正答率 
全国（公立） 

平均正答率 
全国との差 

国  語 ７４％ ７２．８％ ＋１ポイント 

数  学 ６２％ ５９．８％ ＋２ポイント 

英  語 ５６％ ５６．０％ ±０ポイント 

 

 

国 語 

・調査結果は、±５ポイントの範囲内にあり、全国と大きな差は見られない

（各領域とも）。 

・設問別に見ると、「文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確に

して自分の考えを持つ」問題（読むこと）について、全国の正答率を下回

っている。 

数 学 

・調査結果は、±５ポイントの範囲内にあり、全国と大きな差は見られない

（各領域とも）。 

・設問別に見ると、「資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を

用いて説明することができる」かを問う問題（資料の活用）、「事柄が成り

立つ理由を説明することができる」かを問う問題（数と式）に課題がある。 

 

国 語 

 

・調査結果は、すべての領域において全国を下回っている。 

・設問別に見ると、「目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、ま

とめて書く」問題（書くこと）や、「話し手の意図を捉えながら聞き、自分

の考えをまとめる」問題（話すこと・聞くこと）に課題がある。 

算 数 

・調査結果は、±５ポイントの範囲内にあり、全国と大きな差は見られない

（各領域とも）。 

・設問別に見ると、「示された図形の求め方を解釈し、その求め方の説明を記

述できる」かを問う問題（量と測定）、「示された計算の仕方を解釈し、減

法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質を記述できる」かを問う問題

（数と計算）に課題がある。 
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英 語 

・調査結果は、±５ポイントの範囲内にあり、全国と大きな差は見られない

（各領域とも）。 

・設問別にみると、「聞いて把握した内容について、適切に応じることができ

る」かを問う問題（聞くこと）や、「書かれた内容に対して、自分の考えを

示すことができるよう、話の内容や書き手の意見などをとらえることがで

きる」問題（読むこと）、「与えられたテーマについて考えを整理し、文と

文のつながりなどに注意してまとまりのある文章を書くことができる」か

を問う問題（書くこと）に課題がある。 
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 基本的生活習慣、学習に関する関心・意欲・態度、家庭でのコミュニケーション、規範 

意識など小学校は５８の項目、中学校は６９の項目について調査が行われました。 

この調査の結果は、以下のとおりです。 

 なお、調査結果の肯定的な回答の割合が高かったものから、「良好な結果として捉えられ

る点」を、肯定的な回答の割合が低かったものから、「猪名川町の課題として捉え、今後改

善が求められる点」を分析し、以下に挙げています。 

 

 

【小学校】 

   良好な結果として捉えられる点  

 ・ＩＣＴ機器の積極的な活用 

 

   猪名川町の課題として捉え、今後改善が求められる点  

  ・児童の自己肯定感を高める取組 

  ・自分で計画を立てた家庭学習の充実 

  ・学級生活をよりよくするための話し合い活動の充実 

  ・自分の考えを持ち、整理してまとめ、お互いに伝え合う活動を通した「主体的・対 

話的で深い学び」の視点からの授業改善 

 

                                                       

【中学校】 

   良好な結果として捉えられる点  

  ・学級活動の充実 

  ・英語に対する興味・関心 

 

 猪名川町の課題として捉え、今後改善が求められる点  

 ・地域や社会の一員としての自覚と参画 

 ・自分の考えを持ち、整理してまとめ、お互いに伝え合う活動を通した「主体的・対 

話的で深い学び」を重点に置いた授業改善 

 ・英語教育の推進と充実 

生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査結果 
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 猪名川町教育委員会では、学力向上に特化した施策として策定した「いなぼう学力アッ

ププラン（猪名川町学力向上プラン）」（平成３１年４月施行）に基づき、各学校・園にお

いて、教員の授業力向上を図るとともに、子どもたち一人一人の学力を確実に身に付けさ

せる「一人も見捨てない教育」を推進しています。また、今回の調査結果や過去の調査結

果を基に、猪名川町の児童生徒の学力向上のため、継続的な検証改善に努めてまいります。 

①キャリア教育の推進【継続】 

子どもたちが、将来、社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の 役割を果たしなが

ら、自分らしい生き方を実現するために、幼・小・中学校園の１１年間をかけて「キャ

リア教育」を推進します。 

また、「なぜ学ぶのか」という意義を、自分の夢や目標、将来像と結び付けてしっかり

と認識させ、その実現に向けて努力しようとする態度を培います。 

さらに、子どもたちが学ぶことの意義を実感し、将来の生き方を見付けられるよう、

子どもたちの内面的な成長を支援して教育活動を推進することにより、目的意識、学習

意欲の高揚を図り、学力の定着を目指します。 

②英語教育強化推進事業（幼稚園・小学校へのＡＬＴ派遣事業、小学校教員英語指導力向

上事業）【継続】 

グローバル化が加速する社会の中にあって、豊かな語学力・コミュニケーション能力、

異文化理解の精神を身に付けた、国際的に活躍できる人材の育成が必要な時代が到来し

ています。このことから、本町では、幼稚園及び小学校の外国語（英語）活動の全授業

にＡＬＴを派遣し、ネイティブな英語に慣れ親しむ機会を設けています。 

また、令和２年度から小学校５・６年の英語が教科化になり、３・４年に外国語活動

が導入されることから、小学校教員の英語に対する苦手意識を払拭し、教員自身の英語

コミュニケーション能力を高め、英語の指導力を向上させるため、兵庫教育大学等と連

携して英語指導の講師を招へいし、実践的な英語指導法の研修を実施しています。 

③教育情報化推進事業（学校ＩＣＴの整備）【継続】 

小・中学校の教室にすでに配備している電子黒板機能付き大型ディスプレイ（テレビ、

プロジェクター）、実物投影機、タブレット端末を各教科の授業等において積極的に活用

することにより、児童生徒にとって分かりやすく学習意欲の高まる授業を実施するとと

もに、児童生徒が電子黒板やタブレット端末を活用して意見交換や発表をするなど、互

いに高め合う学びを通じて、思考力・判断力・表現力などの育成を図ります。 

また、効果的な活用のために、教員の研修・研究を推進し、子どもたちが学ぶ楽しさ

や喜びを実感できる授業を実践します。 

さらに、令和２年度から本格実施となる小学校プログラミング教育のために、教員の  

研修・研究を推進します。 

④いなぼうチャレンジ オンライン学習【継続】 

さまざまな事情により、家庭学習が不十分なため、学力が定着しない児童生徒が少な

からずいます。学校外における学習環境の不均衡を緩和し、自主的に学ぶ姿勢を身に付

けさせて児童生徒の進路を保障するため、平成２８年度より、町内全中学校の生徒を対

象にオンライン学習サービス（いなぼうチャレンジ オンライン学習）を導入しています。

猪名川町の学力向上の取組について 
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各家庭等においてパソコンやタブレット端末などを使用した家庭学習に取り組むことが

できます。 

また、インターネット環境が整っていない生徒や学習につまずきのある生徒を対象と

して、放課後等の時間帯に学校へオンライン学習指導員を派遣し、オンライン学習の支

援を行い、学力の底上げに取り組んでいます。 

⑤読書活動の推進【継続】 

全国学力・学習状況調査の分析の結果、「読書活動」の推進が学力向上につながること

が明らかになっていることから、各校における読書活動の更なる推進を図ります。 

そのため町立小・中学校全校に学校図書館専任の「学校図書館司書」または「学校図

書館支援員」を配置しています。 

⑥町学習到達度調査の実施及び活用【継続】 

小学５年生児童（国・算）・中学２年生生徒（国・数・英）を対象に、町独自で学習到

達度調査を実施するとともに、調査結果を分析し、学習評価支援システムを有効活用す

ることにより、児童生徒の学力向上を図っています。 

  また、児童生徒の家庭・学校・地域における生活実態調査を実施し、その結果も併せ

て分析し、児童生徒の学習支援に役立てます。 

⑦いなぼう学習タイム～ 放課後の補充学習における学習サポーター派遣事業 ～【継続】 

小・中学校の児童生徒の学力向上に向けて、小学校においては国語・算数、中学校に

おいては国語・数学・英語の各教科の基礎・基本の定着に課題のある児童生徒への個別

の学習支援が必要と考えています。 

  このことから、小・中学校を対象に、放課後における補充学習の時間に、「学習サポー

ター」を派遣し、児童生徒への適切な学習支援を行い、基礎・基本の確実な定着を図っ

ています。 

⑧町教育委員会による学力向上に係る研究指定の推進【継続】 

学力向上に係る研究指定を更に推進するため、町教委として学力向上に係る研究指定

の拡充を図っていきます。 

「児童が進んで取り組む算数学習推進校」、「ＩＣＴを活用して学力向上を目指す推

進校」等 

⑨町教育委員会主催 学力向上研修会・講演会の開催【継続】 

各校の全国学力・学習状況調査や町学習到達度調査の結果を踏まえて、取組状況を交

流しています。そして、本研修会に参加した教員を中心に、各校において組織的に学力

向上の取組を推進します。 

また、学力向上に係る専門の講師を招へいし、学校・園の教員を対象に学力向上に特

化した講演会を開催し、学力向上の方策について研修を深めています。 

⑩授業（保育）のユニバーサルデザイン化の推進【継続】 

  町内全幼稚園、小学校、中学校において、「授業（保育）のユニバーサルデザイン化」

を推進することにより、「どの幼児児童生徒も分かる・できる授業（保育）」を目指し、

全ての幼児児童生徒の学力向上を図っています。 

⑪授業力向上のための講師派遣の推進【継続】 

教員の授業力向上を図るために、各校において専門の講師を招へいして、指導助言を

受けることにより、授業力のレベルアップを目指します。 
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⑫校（園）内授業（保育）研究への支援【継続】 

学校・園からの要請に応じて、幼稚園、小・中学校へ学校教育指導員及び指導主事を

派遣し、授業（保育）づくりや教員としての基礎・基本の指導を行うとともに、学力ア

ップにつながる指導法について助言を行っています。 

⑬少人数授業・同室複数指導及び小学校における交換授業の推進【継続】 

県教育委員会の新学習システムの制度を活用し、少人数による授業・同室複数指導に

よる授業を推進しています。また、小学校においては、中学校での教科担任制への円滑

な接続を図るため、５・６年において一部の授業を交換することによる教科担任制を推

進しています。 

⑭幼・小・中連携の強化【継続】 

各中学校ブロックにおいて、幼稚園、小学校、中学校の連携を強化し、１１年間を通

してブロック内の全教員が全幼児児童生徒の学力向上に取り組んでいます。 

⑮スクールソーシャルワーカーの配置・派遣【継続】 

学校において校内ケース会議を開催し、社会福祉を専門とするスクールソーシャルワ

ーカーによる助言を得ながら、児童生徒を取り巻く生活環境を含めたアセスメント（見

立て）と問題解決のプランニング（手立て）を行い、学校や家庭及び関係機関の連携に

よる適切な支援を行うとともに、校内支援体制の強化及び教職員の指導力・対応力の向

上を図っています。このことにより、児童生徒が落ち着いて学習できる環境を整備しま

す。 

⑯中学校における教育・心理テスト（Hyper-QU）の実施及び活用の推進【継続】 

中学校の全生徒を対象に、年２回「教育・心理テスト（Hyper-QU）」を実施するととも

に、分析結果を基に、教職員の研修を行い、学級指導や個別指導に生かしていくことに

より、いじめ、不登校、学級崩壊等を未然に防止し、集中して学習に取り組める学習環

境づくりに努めています。 

⑰スクールカウンセラーの配置【継続】 

保護者や児童生徒の不安や悩みを解消するとともに、いじめや不登校等を解消するこ

とにより、家庭等において学習できる環境づくりに努めています。 

 

各学校においても、学校全体や児童生徒個々の結果を全国や町の結果と比較・分析し、

児童生徒の実態把握に努めています。そして、各校においてこれまで取り組んできた教育

活動の成果を検証し、全ての子どもにとって分かりやすい授業づくりに努めています。 
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【猪名川町の学力の課題】 

平成３１年度全国学力・学習状況調査（小学６年生、中学３年生対象）結果及び過去

数年間の同調査結果、猪名川町学習到達度調査（小学５年生、中学２年生対象）の結果

から、猪名川町の児童生徒の学力と学習習慣について、次のような課題があることが判

明しました。 

 

【これまで効果のあった取組】 

  全国学力・学習状況調査結果及び猪名川町学習到達度調査結果を同一集団内で経年比

較した結果、学力向上に特に効果があったのは、次の取組でした。 

 

【今後の改善方策】 

  以上の結果から、以下の改善方策に重点的に取り組み、児童生徒の学力向上に努めて

いきます。 

 

・全教科において、「自分の考えを説明する」ことに課題がある。［小・中学校］ 

・国語では「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域に課題

がある。［小学校］ 

・国語の無解答率が高い。［小学校］ 

・「文章を読み取る、読み解く力」に課題がある。［小・中学校］ 

・新聞を読む量が少ない。［小・中学校］ 

・放課後学習（いなぼう学習タイム）による基礎・基本の定着 

・新学習システムの充実による少人数授業・同室複数指導等、個に応じた丁寧な指導 

・ＩＣＴ機器を活用した、児童生徒にとって分かりやすく学習意欲の高まる授業の実施 

■授業改善 

 ・自分の考えを持ち、整理してまとめ、お互いに伝え合う活動を通した「主体的・

対話的で深い学び」の推進 

 ・系統的な視点でとらえた「つまずき解消」の実践 

 ・ＩＣＴ機器の一層の効果的な利活用 

 ・英語教育の推進と充実 

 ・「めあて」「見通し」「まとめ」「振り返り」の推進 

■家庭学習の定着 

 ・放課後学習の充実・拡充 

 ・いなぼうチャレンジ（オンライン学習）の推進［中学校］ 

・宿題の量、出し方の工夫や家庭学習の推進（具体的な取組み方の教示等） 

■読書活動の推進 

 ・学校図書館の充実 

学力向上のための今後の改善方策について 


